
 

 

環境経営レポート 

（対象期間：2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成年月日：2025 年 6 月１９日 

  



 

 

 

目次 

 

Ⅰ 組織の概要  ········································································  p.1 

 

Ⅱ 環境経営方針  ·····································································  p.2 

 

Ⅲ 実施体制  ···········································································  p.3 

 

Ⅳ 環境経営目標及びその実績と評価  ············································  p.5 

 

Ⅴ 環境経営計画の取組結果とその評価、及び次年度の環境経営計画  ····  p.13 

 

Ⅵ 各部門独自の取り組み  ··························································  p.15 

 

Ⅶ 環境関連法規等の遵守状況  ····················································  p.18 

 

Ⅷ 代表者による全体の評価と見直し  ············································  p.19 

 

 

  



 

- 1 - 

 

Ⅰ 組織の概要 

１．事業者名及び代表者名 

  学校法人静岡自動車学園 

  理事長   平井 一史 

  

２．所在地 

名  称 所 在 地 運用開始日 

専門学校静岡工科自動車大学校 420-8507 静岡県静岡市葵区宮前町 52 番地の 1 ２０１０年 9 月 

専門学校浜松工科自動車大学校 430-0925 静岡県浜松市中央区寺島町 285 番地の２４ ２０２３年 4 月 

法人本部総務室 420-0822 静岡県静岡市葵区宮前町 71 番地の 1 ２０１９年 7 月 

教習事業部 420-0822 静岡県静岡市葵区宮前町 71 番地の 1 ２０１９年 7 月 

静岡県自動車学校静岡校 420-0822 静岡県静岡市葵区宮前町 71 番地の 1 ２０１９年 7 月 

静岡県自動車学校浜松校 432-8003 静岡県浜松市中央区和地山 2 丁目 38 番 1 号 ２０１９年 7 月 

静岡県自動車学校沼津校 410-0302 静岡県沼津市東椎路 419 番地の 1 ２０１９年 7 月 

静岡県自動車学校松崎校 410-3614 静岡県賀茂郡松崎町岩科南側 17 番地 ２０１９年 7 月 

 

３．環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先 

  環境管理責任者  濱﨑 貴史 

  事務担当者    小山 和美    電話  054-262-7555 

                    E-mail kazumi@ksjg.com 

 

４．事業内容 

  専門学校（自動車整備士養成課程） 

  自動車運転教習所業 

  自動車整備業（認証：静第 24 号、指定：中指第 4836 号） 

  ドローン講習 

 

５．事業規模 

  静岡工科自動車大学校 在校生数    ４７１人（2024.5.1 現在） 

  浜松工科自動車大学校 在校生数    １４１人（2024.5.1 現在） 

  自動車学校 4 校 入校生数合計   ８，７７７人（2024 年度） 

  従業員数               ３５４人（非常勤含む 2024.4.1 現在） 

  延床面積         １９,８２２.４７㎡ 

 

６．事業年度 

  環境経営レポートの対象期間  2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日  

  環境経営レポートの発行日   2025 年 6 月１９日 
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Ⅱ 環境経営方針 

 

[環境理念] 

学校法人静岡自動車学園は「技術者の育成をもって地域社会に貢献する」という建学理念の

もと、未来を見据えた環境思考に努め、より優れた教育サービスの提供を通じて環境保全や

環境負荷低減に配慮した活動を目指します。 

 

[環境方針] 

1.環境に配慮した事業の推進 

（1）教育活動を通じて環境問題を意識した行動のできる学生を育成します 

（2）自動車運転教習を通じてエコ・ドライブを意識したドライバーを育成します 

 

2.法規等の遵守 

  良好な環境を保全するため環境関連法規、条例を遵守します 

 

3.環境目標の設定 

（1）環境負荷の抑制に努めるため、電気・ガス・水道・化石燃料の使用量の効率化、化学 

製品の適正管理に努める。併せて二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

（2）廃棄物の分別管理を徹底し、資源の有効利用（リサイクル）により適正な廃棄物削減 

を目指します 

（3）環境に配慮した物品等の購入・使用を心掛けます（グリーン購入） 

 

4.環境活動の推進 

（1）環境教育を通して継続的改善(環境教育・チェックリスト)を推進し、活動の取り組み 

ホームページ等社内外に公表します 

（2）本方針を周知するとともに SDGs に対する取り組みにも注力します 

                                                          制定 2019 年 6 月 30 日 

                                                          改定 2023 年 6 月 27 日 

                                                          改定 2025 年 7 月 11 日 

 

 

 

 

 

 

 

                                             理事長 平井一史  
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Ⅲ 実施体制 
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［関係者の権限と役割］ 

代
表
者 

①環境経営システム全般を総括し、その最終責任を負う 

②環境経営に必要な経営資源を準備する 

➂環境管理責任者及び EA21 委員を任命する 

④環境方針を定め、環境目標、環境経営計画及び環境活動レポートを承認する 

⑤環境経営システムの評価と見直しを行い、課題がある場合には調査及び是正の指示

をする 

⑥環境関連法規等で定めがある場合には、必要な者を任命する 

⑦経営における課題とチャンスの明確化 

⑧緊急事態への準備及び対応(対応策の策定、試行及び訓練の実施)、責任の明確化 

環
境
管
理
責
任
者 

 

①環境経営システムを運用・管理する 

②各部門を総括する 

➂環境経営システムの状況を代表者へ報告する 

④問題発生時は是正を指示する 

⑤環境経営レポートを作成する 

Ｅ
Ａ

21

事
務
局 

①環境経営システムの運営、管理、維持、改善を行う 

②環境負荷データ等の集計及び自己チェックを実施する 

➂環境経営システムの見直し、是正を行う 

④関連部門に対する環境課題の提起、勧告、援助を行う 

⑤EA21 関連文書の作成・保管・伝達の業務を行う 

各
部
門
長 

①部門の環境経営に関する全責任と権限を持つ 

②部門の環境経営計画を実施する 

③部門の取組状況を事務局へ報告、提案する。 

④地域社会との環境に関する折衝及び苦情に関する対外折衝を行う 

⑤部門の従業員教育を行い環境意識の高い職員・生徒を育成する 

各
環
境
推
進
委
員 

①部門の環境経営について運営、管理、維持、改善を行う。 

②部門の環境負荷データ等の集計、管理及び自己チェックを実施する 

③部門の課題把握及び是正対策を実施する 

④遵守しなければならない環境関連法規及びその他の環境関連要求事項を整理し、施

設の新増設の届出・諸報告及び関連官庁との折衝を行う 

そ
の
他
の
全
教
職
員 

①自分の役割を守りエコアクション 21 活動を推進する 

②環境保全への意識を高める 

➂地域社会との良好な関係を維持することを心掛ける 
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学校法人 静岡自動車学園（法人全体） 

Ⅳ 環境経営目標及びその実績と評価 

 

 

１．運用期間 2024.4.1～2025.3.31  電力排出係数 中部電力：0.480 ㎏-CO2/kWh 

                          東京電力：0.474 ㎏-CO2/kWh 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．次年度・中期の環境経営目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<備考> 

  １．2024 年度分に浜松工科は含めていません。 

２．2024 年度からは、2023 年度を基準年度とするよう変更しました。 

 

 

 

基準年度

2023.4～

2024.3

基準値 目標削減率 目標値 実績削減率 評価

二酸化炭素排出量 kg-CO² 1,434,951.00 -1% 1,420,601 2% ×

電力 kWh 1,107,433.00 -1% 1,096,359 3% ×

ガソリン L 268,127.00 -1% 265,446 -3% 〇

軽油 L 70,414.00 -1% 69,710 0% ×

都市ガス m³ 46,674.00 -1% 46,207 10% ×

LPG kg 132.00 -1% 131 53% ×

廃棄物 一般廃棄物 kg 16,107.00 -1% 15,946 -7% 〇

排出量 産業廃棄物 kg 9,286.00 -1% 9,193 26% ×

m³ 6,751.00 -1% 6,683 8% ×

項　目 単位

内訳

2024.4～2025.3

運用期間

水使用量

実績値

1,444,002

1,126,954

256,965

69,833

50,963

200

14,776

11,554

7,250

基準年度

2023.4～

2024.3

基準値 目標削減率 目標値 目標削減率 目標削減率 目標値

二酸化炭素排出量 kg-CO² 1,434,951.00 -1% 1,420,601 -2% -3% 1,391,902

電力 kWh 1,107,433.00 -1% 1,096,359 -2% -3% 1,074,210

ガソリン L 268,127.00 -1% 265,446 -2% -3% 260,083

軽油 L 70,414.00 -1% 69,710 -2% -3% 68,302

都市ガス m³ 46,674.00 -1% 46,207 -2% -3% 45,274

LPG kg 132.00 -1% 131 -2% -3% 128

廃棄物 一般廃棄物 kg 16,107.00 -1% 15,946 -2% -3% 15,624

排出量 産業廃棄物 kg 9,286.00 -1% 9,193 -2% -3% 9,007

m³ 6,751.00 -1% 6,683 -2% -3% 6,548

内訳

水使用量

項　目 単位

削 減 率 等

2024年度 2026年度2025年度

目標値

1,406,252

1,085,284

262,764

69,006

45,741

129

15,785

9,100

6,616
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３.評価 

 

所属によって、環境取り組みの達成率にばらつきが見られました。令和６年度は目標達成

未達項目が目立ちましたが、電力、都市ガス、LPG については学生数、教習生数、講習受講

者数といった利用者数の変動や気候条件等（気温、日照時間など）に大きく左右されるため、

単純な前年度比較や目標値との比較だけでは、実態を正確に把握することは困難です。 

組織全体としては一定レベルの取り組みが行われていると考えられますが、水の効率的

利用及び日常的な節水はまだまだ改善の余地が大きいと思います。基本的な取り組みに加

え、バルブ調整による水量・水圧調整、水道配管からの漏水点検、ホースへの手元バルブ取

り付け等設備導入も行っていきたいと思います。これらの設備導入と並行して、従業員や利

用者への節水意識の啓発活動も引き続き強化していきます。 
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専門学校 静岡工科自動車大学校 

 

 

１．運用期間 2024.4.1～2025.3.31      電力排出係数 0.480 ㎏-CO2/kWh 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．次年度・中期の環境経営目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準年度

2023.4～

2024.3

基準値 目標削減率 目標値 実績削減率 評価

二酸化炭素排出量 kg-CO² 225,522.00 -1% 223,267 9% ×

電力 kWh 215,205.00 -1% 213,053 0% 〇

ガソリン L 5,936.00 -1% 5,877 -25% 〇

軽油 L 2,999.00 -1% 2,969 -29% 〇

都市ガス m³ 46,444.00 -1% 45,980 10% ×

LPG kg 132.00 -1% 131 53% ×

廃棄物 一般廃棄物 kg 4,265.00 -1% 4,222 -12% 〇

排出量 産業廃棄物 kg 6,345.00 -1% 6,282 -75% 〇

m³ 1,648.00 -1% 1,632 3% ×

目標合格率 実績合格率 評価

242,418

98.4%

100%

100%

100%

項　目 単位

運用期間

2024.4～2025.3

実績値

内訳

213,036

4,415

2,109

50,743

200

3,730

1,596

水使用量 1,677

△一級小型自動車整備士 自動車システム工学科 100%

二級ガソリン

自動車整備士

自動車システム工学科 100%

自動車整備科 100%

100%

100%

100%

100%

〇

国際オートメカニック科 100%

〇

〇

〇

〇

〇

〇
二級ジーゼル

自動車整備士

自動車システム工学科 100%

自動車整備科 100%

国際オートメカニック科 100%

自動車車体整備士 2級ボディエンジニアコース 100%

基準年度

2023.4～

2024.3

基準値 目標削減率 目標値 目標削減率 目標削減率 目標値

二酸化炭素排出量 kg-CO² 225,522.00 -1% 223,267 -2% -3% 218,756

電力 kWh 215,205.00 -1% 213,053 -2% -3% 208,749

ガソリン L 5,936.00 -1% 5,877 -2% -3% 5,758

軽油 L 2,999.00 -1% 2,969 -2% -3% 2,909

都市ガス m³ 46,444.00 -1% 45,980 -2% -3% 45,051

LPG kg 132.00 -1% 131 -2% -3% 128

廃棄物 一般廃棄物 kg 4,265.00 -1% 4,222 -2% -3% 4,137

排出量 産業廃棄物 kg 6,345.00 -1% 6,282 -2% -3% 6,155

m³ 1,648.000 -1% 1,632 -2% -3% 1,599

2026年度目標合格率

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%
二級ジーゼル

自動車整備士

自動車システム工学科

自動車整備科

国際オートメカニック科

自動車車体整備士 2級ボディエンジニアコース

一級小型自動車整備士 自動車システム工学科

二級ガソリン

自動車整備士

自動車システム工学科

自動車整備科

国際オートメカニック科

2024年度 2025年度

6,218

水使用量 1,615

221,012

内訳

210,901

5,817

2,939

45,515

129

項　目

4,180

単位

削 減 率 等

2024年度 2025年度 2026年度

目標値
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<備考> 

１．2024 年度からは、2023 年度を基準年度とするよう変更しました。 

 

２.評価 

基本的な取り組みは徹底されていますが、水使用量や都市ガス及び LPG の購入量は、

単に節約意識の有無だけでなく、学生数や授業内容といった、組織の活動状況に大きく

左右されるという特性があります。例えば、特定の年度に実習や実験の授業が増えたり、

学生数が増加したりすれば、それに伴ってエネルギー消費量も自然と増加します。また、

気象条件（冬季の寒さなど）も暖房需要に影響を与え、購入量を左右する要因となりま

す。このような変動要因が影響し、今回は目標を達成することができませんでした。 

 また、整備士資格取得目標については全資格合格率 100％を目指して取り組んでき 

ました。その結果、1 級合格率 98.4％、２級合格率 100％、車体整備士 100％とい

う好成績を残すことができました（参考：浜松工科２級合格率 100％）。なお、参考

に一般社団法人日本自動車整備振興会連合会が公表している令和 6 年度の一級小型自

動車整備士試験（筆記）の合格率が 65.7％でした。一級小型自動車整備士試験は、自

動車整備士資格の中でも最難関の一つであり、高度な知識と技術が求められます。そ

の試験において、ほぼ全員が合格できたという事実は、私たちの教育カリキュラム、

指導方法、そして学生たちの学習意欲が非常に高いレベルで結実したことを示してい

ます。今回の実績は当学園の経営理念「技術者の育成をもって、地域社会に貢献す

る」という最も重要な使命を全うしていることを示しています。私たちは、単に資格

取得がゴールではなく、当校で学んだ学生たちが卒業後、車の整備を通してクルマを

運転するすべての人々の生活を豊かにすることを目標としています。当学園で高度な

知識と技術を習得した整備士は、故障を未然に防ぎ、性能を最大限に引き出すこと

で、ドライバーの皆様に快適で安全なカーライフを提供します。これは、交通インフ

ラの維持に貢献するだけでなく、事故の減少や環境負荷の低減にも繋がり、ひいては

地域社会全体の発展に寄与するものと確信しています。 
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専門学校 浜松工科自動車大学校 
 

 

 

１．運用期間 2024.4.1～2025.3.31       電力排出係数：0.480 ㎏-CO2/kWh 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<備考> 

１．浜松工科は 2023 年 4 月開校の新設校であり、2023 年度～2026 年度までの 4 年

間は職員数・学生数が年々増加することが見込まれます。また、授業内容も使用す

る教材も年々変わっていき、現時点では正確な数値目標を設定することが難しい

為、2026 年度までは実績の把握のみとし、中期の環境目標も設定せず、2027 年

度から数値目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実績値 実績値

二酸化炭素排出量 kg-CO² 52,424.38 82,838.55

電力 kWh 103,960.00 165,899.00

ガソリン L 776.86 1,095.65

軽油 L 279.56 257.80

都市ガス m³ 0.00 0.00

LPG kg 0.00 0.00

廃棄物 一般廃棄物 kg 880.05 1,439.05

排出量 産業廃棄物 kg 0.00 0.00

m³ 294.00 529.00

2024.4～2025.3

運用期間

2023.4～2024.3

水使用量

内訳

項　目 単位
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総務室・教習事業部  

 

１．運用期間 2024.4.1～2025.3.31   電力排出係数 中部電力：0.480 ㎏-CO2/kWh 

 

２．次年度・中期の環境経営目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<備考> 

１．2024 年度からは、基準年度を 2023 年度とするよう変更しました。 

 

２.評価 

基本的な取り組みは徹底されていますが、全体的に目標達成できた項目が少なかったで

す。電力使用量の増加については、気候変動という避けられない外部要因がある中で、電力

消費量の目標達成を目指すためには、これまでの基本的な取り組みに加え、代替エネルギー

やカーボンオフセットも視野に入れるようにしていきたいと思います。 

 

基準年度

2023.4～

2024.3

基準値 目標削減率 目標値 実績削減率 評価

二酸化炭素排出量 kg-CO² 41,619.75 -1% 41,204 12% ×

電力 kWh 76,139.00 -1% 75,378 3% ×

ガソリン L 2,186.65 -1% 2,165 7% ×

軽油 L 0.00 -1% 0 ー 〇

都市ガス m³ 0.00 -1% 0 ー 〇

廃棄物 一般廃棄物 kg 1,239.00 -1% 1,227 -35% 〇

排出量 産業廃棄物 kg 373.00 -1% 369 2205% ×

m³ 505.00 -1% 500 5% ×

〇

800.13

項　目 単位

運用期間

2024.4～2025.3

実績値

46,186.06

内訳

77,925.00

2,305.94

0.00

0.00

8,512.50

水使用量 526.00

コピー機利用状況 前年平均4,936ｶｳﾝﾄ 今年平均4,247ｶｳﾝﾄ

基準年度

2023.4～

2024.3

基準値 目標削減率 目標値 目標削減率 目標削減率 目標値

二酸化炭素排出量 kg-CO² 41,619.75 -1% 41,204 -2% -3% 40,371

電力 kWh 76,139.00 -1% 75,378 -2% -3% 73,855

ガソリン L 2,186.65 -1% 2,165 -2% -3% 2,121

軽油 L 0.00 -1% 0 -2% -3% 0

都市ガス m³ 0.00 -1% 0 -2% -3% 0

廃棄物 一般廃棄物 kg 1,239.00 -1% 1,227 -2% -3% 1,202

排出量 産業廃棄物 kg 373.00 -1% 369 -2% -3% 362

m³ 505.00 -1% 500 -2% -3% 490

項　目 単位

削 減 率 等

2024年度 2025年度 2026年度

目標値

40,787

内訳

74,616

2,143

0

0

1,214

366

水使用量 495

コピー機利用状況 前年度の平均値を下回ること
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自動車学校 4 校（静岡校・浜松校・沼津校・松崎校） 
 

 

 

１．運用期間 2024.4.1～2025.3.31   電力排出係数 中部電力：0.480 ㎏-CO2/kWh 

                           東京電力：0.474 ㎏-CO2/kWh 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．次年度・中期の環境経営目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<備考> 

１．2024 年度からは、2023 年度を基準値とするよう変更しました。 

 

 

 

基準年度

2023.4～

2024.3

基準値 目標削減率 目標値 実績削減率 評価

二酸化炭素排出量 kg-CO² 1,209,429.07 -1% 1,197,335 -4% 〇

電力 kWh 816,089.00 -1% 807,928 3% ×

ガソリン L 262,190.99 -1% 259,569 -4% 〇

軽油 L 67,415.56 -1% 66,741 1% ×

都市ガス m³ 230.00 -1% 228 -3% 〇

廃棄物 一般廃棄物 kg 10,601.88 -1% 10,496 -2% 〇

排出量 産業廃棄物 kg 2,941.40 -1% 2,912 -50% 〇

m³ 5,103.00 -1% 5,052 0% 〇

〇

×

内訳

県平均　0.82％

目標　97％

5,047.00

初心運転者事故者率（2023年度取得者）

お客様満足度（アンケート集計結果）

4校平均　0.47％

4校平均　96％

1,155,397.29

項　目 単位

運用期間

2024.4～2025.3

実績値

835,993.00

250,244.48

67,724.59

220.00

10,245.64

1,446.19

水使用量

基準年度

2023.4～

2024.3

基準値 目標削減率 目標値 目標削減率 目標削減率 目標値

二酸化炭素排出量 kg-CO² 1,209,429.07 -1% 1,197,335 -2% -3% 1,173,146

電力 kWh 816,089.00 -1% 807,928 -2% -3% 791,606

ガソリン L 262,190.99 -1% 259,569 -2% -3% 254,325

軽油 L 67,415.56 -1% 66,741 -2% -3% 65,393

都市ガス m³ 230.00 -1% 228 -2% -3% 223

廃棄物 一般廃棄物 kg 10,601.88 -1% 10,496 -2% -3% 10,284

排出量 産業廃棄物 kg 2,941.40 -1% 2,912 -2% -3% 2,853

m³ 5,103.00 -1% 5,052 -2% -3% 4,950

内訳

初心運転者事故者率

単位

削 減 率 等

2024年度 2025年度 2026年度

目標値

799,767

お客様満足度（アンケート集計結果）

該当年度の県平均値を下回ること

10,390

2,883

水使用量 5,001

225

1,185,240

項　目

目標値以上とすること

256,947

66,067
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２.評価 

基本的な取り組みの徹底は徹底されていますが、お客様満足度アンケートの結果が目標

を達成できませんでした。お客様からの貴重なご意見を詳細に分析した結果、学科教習と送

迎バスに関する評価が低いことが確認できました。 

学科教習については近年急速に普及したオンライン学科がその背景にあると考えられま

す。対面での学科教習が減少し、オンライン形式が主流となるにつれて、お客様と直接顔を

合わせ、細やかな気配りやコミュニケーションを取る機会が以前に比べて大幅に減少しま

した。これにより、教習内容以外の「人」を通じた満足感を提供しにくくなっている可能性

があります。また、オンライン学科は利便性が高い一方で、お客様の受講環境によっては通

信状況の不安定さや機材トラブルなどにより、教習が不成立となってしまうケースも発生

しています。これがお客様の学習機会の損失やストレスとなり、評価を低下させる要因とな

っていると考えられます。オンライン学科受講後にも、満足度や課題に関するアンケートを

定期的に実施し、お客様の生の声に耳を傾ける機会を増やします。 

また、送迎バスの運行は、教習時間にお客様が間に合うよう、刻々と変化する道路状況に

瞬時に対応し、最適なルートを選択するといった高度な運転技術と判断力が求められる業

務です。渋滞や予期せぬ交通状況により、安全運転を最優先するあまり、お客様への声かけ

や降車時のサポートといった接遇サービスが疎かになってしまう場面があったと推測され

ます。お客様にとっては、単なる移動手段だけでなく、心地よい時間を提供されるサービス

の一部と捉えられているため、この点が評価に影響したと考えられます。送迎バス利用後の

お客様アンケートをより細分化し、具体的な改善点を見出すとともに、運行ルートや時間調

整に活かしていきます。 

 また、静岡県警察が発表している初心運転者事故者率では県平均 0.82％を下回る 4 校平

均 0.47％という実績を達成しました。これは、県内の他の教習所と比較しても顕著に低い

事故者率であり、当校の教習の質の高さと、安全運転教育への揺るぎない信念の証と言えま

す。しかも沼津校が 0.18％（県下 1 位）、松崎校が 0.2％（県下 2 位）という県下トップク

ラスの快挙を達成しました。この実績は、私たちが社会に対して提供する「安全運転者を育

成し、地域社会に貢献する」という最も重要な使命を全うしていることを明確に示していま

す。教習生が卒業後に安全に運転できることこそが、お客様の真の「満足」に繋がるもので

あると信じています。 
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学校法人 静岡自動車学園（法人全体） 

Ⅴ  環境経営計画の取組結果とその 

評価、及び次年度の環境経営計画 
 

 

（取組期間：2024 年 4 月～2025 年 3 月）専門学校部門＝専、教習部門＝教 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 両部門長

② 両部門長

③ 両部門長

④ 両部門長

⑤ 専部門長

⑥ 教部門長

① 両部門長

② 両部門長

③ 両部門長

④ 両部門長

① 両部門長

② 両部門長

③ 両部門長

① 両部門長

② 両部門長

③ 両部門長

④ 両部門長

⑤ 両部門長

① 両部門長

② 教部門長

③ 両部門長

① 専部門長

① 両部門長

② 両部門長

③ 両部門長

④ 両部門長

⑤ 両部門長

⑥ 両部門長

⑦ 両部門長通年

責任者

通年

9月・12月

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

6～9月、12～3月

5月、12月

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

階段の積極的利用

簡易包装の積極的利用

水漏れ点検の実施

環
境
に
配
慮
し
た
活
動

化学物質の管理簿による適正管理

手洗い時等の節水

教習車洗車時の節水（バケツを利用する）

顧客満足度の向上等を図る（整備士合格率・初心運転者
事故者率・お客様満足度）

敷地周辺のゴミ拾いを実施する

学生に対する環境教育の実施

社内報に掲載しエコアクションの意識を高める

勤務時間（就業時間）の管理

水
使
用
量
の

削
減

化
学

物
質

環境活動項目

アイドリングストップの周知・徹底

必要以上の積載を控える

スケジュール

エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ

急発進・急加速を控える等エコ・ドライブの推進

効率的な運行経路の選択

ハイブリッド車・電気自動車の優先利用

自動車学校教習生へのエコ・ドライブの説明

通年

通年

通年

通年

通年

通年

空
調
等

学
校
・
事
務
所

二
酸
化
炭
素
の
削
減

営業時間の効率化

環境配慮型商品の優先的購入・使用の検討

廃
棄
物
の
削
減

エアコンの設定温度の順守

空調フィルターの定期的な清掃

クールビズ・ウォームビズの推奨・実施

部屋のドア・窓の開閉により室温を調整する

コピー用紙の両面使用

使用済封筒の再利用

ミスコピー時の再利用

雑誌等資源ゴミの仕分けの徹底、再資源

不要照明の消灯

未使用設備の電源OFF
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取組結果とその評価、及び次年度の環境経営計画  

 

（取組期間：2024 年 4 月～2025 年 3 月） 

専門学校部門＝専、教習部門＝教 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<備考> 

１．評価判定 

  〇：良くできた △：まあまあできた ×：できなかった －：実施が見送られた 

 ① 〇 継続実施 両部門長

② 〇 継続実施 両部門長

③ 〇 継続実施 両部門長

④ 〇 継続実施 両部門長

⑤ 〇 継続実施 専部門長

⑥ 〇 継続実施 教部門長

① 〇 継続実施 両部門長

② 〇 継続実施 両部門長

③ 〇 継続実施 両部門長

④ 〇 継続実施 両部門長

① 〇 継続実施 両部門長

② 〇 継続実施 両部門長

③ △ 継続実施 両部門長

① △ 継続実施 両部門長

② 〇 継続実施 両部門長

③ 〇 継続実施 両部門長

④ 〇 継続実施 両部門長

⑤ 〇 継続実施 両部門長

① 〇 継続実施 両部門長

② 〇 継続実施 教部門長

③ 〇 継続実施 両部門長

① 〇 継続実施 専部門長

① 〇 継続実施 両部門長

② 〇 継続実施 両部門長

③ 〇 継続実施 両部門長

④ 〇 継続実施 両部門長

⑤ 〇 継続実施 両部門長

⑥ 〇 継続実施 両部門長

⑦ △ 現状把握するため継続実施 両部門長

営業時間の効率化

化学物質の管理簿による適正管理

環
境
に
配
慮
し
た
活
動

水
使
用
量
の

削
減

化
学

物
質

急発進・急加速を控える等エコ・ドライブの推進

効率的な運行経路の選択

ハイブリッド車・電気自動車の優先利用

クールビズ・ウォームビズの推奨・実施

部屋のドア・窓の開閉により室温を調整する

急ぎの時
などはエ
レベー

ターを利
用する職
員がい

た。

責任者

二
酸
化
炭
素
の
削
減

エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ

アイドリングストップの周知・徹底

必要以上の積載を控える

廃
棄
物
の
削
減

評価 コメント 今後（次年度）の取組内容

業務の内
容によっ
てはコ

ピーを両
面ででき
ないことも
あった。

環境活動項目

学
校
・
事
務
所

不要照明の消灯

未使用設備の電源OFF

階段の積極的利用

自動車学校教習生へのエコ・ドライブの説明

空
調
等

エアコンの設定温度の順守

空調フィルターの定期的な清掃

整備士合
格率につ
いては目
標を高く
設定して
いるため、
評価は△
とした。環境配慮型商品の優先的購入・使用の検討

顧客満足度の向上等を図る（整備士合格率・初心運転者
事故者率・お客様満足度）

コピー用紙の両面使用

使用済封筒の再利用

ミスコピー時の再利用

雑誌等資源ゴミの仕分けの徹底、再資源

簡易包装の積極的利用

敷地周辺のゴミ拾いを実施する

学生に対する環境教育の実施

手洗い時等の節水

教習車洗車時の節水（バケツを利用する）

水漏れ点検の実施

社内報に掲載しエコアクションの意識を高める

勤務時間（就業時間）の管理
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Ⅵ 各部門独自の取り組み 

 

◆校内環境標語募集活動（2024 年 12 月） 

 優秀作 「ちょっとだけ その行動が 地球を救う」  

        

◆学生自治会による 5S4R 運動の推進 

 5S4R の唱和実施（毎朝のショート・ホーム・ルーム時）  

 

◆教室エアコンの温度管理・定期清掃 

 温度：夏季 26～28℃、冬季 20～22℃に設定   

清掃：7 月、12 月、3 月に実施 

 

◆側溝清掃  

B 棟 1 階：毎月実施 

 B 棟 2 階：7 月、12 月、3 月に実施 

 C 棟 1 階：7 月、12 月、3 月に実施 

 

◆校用車（乗用車）のエコ化及び電気自動車の積極利用   

  静岡市内の移動は「燃料電池自動車：トヨタ ミライ」2 台を優先利用 

トヨタ・ミライ 

 

 

  

専門学校部門 
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◆ハイブリッド教習車の利用  

 ストップ＆ゴーが多い教習において燃費・環境負荷を考慮し、AT 教習車は全車ハイブリ

ッド車（トヨタプリウス）を使用 

 MT 教習車についても環境負荷の低い最新型車両に更新 

  

 

 

 

 

 

   トヨタプリウス教習車（AT 教習車）    トヨタカローラアクシオ教習車（MT 教習車） 

 

◆送迎バスの効率的運用  

 教習生の予約時間を調整し、送迎バス運行距離及び回数を極力短くなるよう工夫 

 

◆コース夜間照明の LED 化  

 静岡県自動車学校静岡校、浜松校、沼津校教習コースの夜間照明を LED 化 

  

 

 

 

 

◆屋内照明の LED 化 

校舎内全照明 LED 化（静岡校・浜松校・沼津校） 

  

◆エアコンフィルターの定期清掃  

 年 2 回の頻度でエアコンフィルターの清掃と機能点検を実施 

 

◆エアコンの温度管理  

 エアコンの設定温度を夏季 26～28℃、冬季 20～22℃に設定 

 

◆パソコン等の使用ルールを設定  

 離席時の PC スリープ化、職員のエレベーター使用制限などのルールを設定 

 

◆クールビズの実施 

 5 月から 10 月までをノーネクタイ期間として実施  

自動車学校 4 校（静岡校・浜松校・沼津校・松崎校） 
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◆夏季室内温度の抑制  

 ロールカーテンや施設窓への遮光フィルム貼付けにより夏場の室内温度上昇を抑制 

  

◆営業時間の効率化  

 需要に応じて季節的に営業時間を変動させ効率の良い施設稼働を心掛ける 

 夜間営業時間の短縮を図る 

 ・4 月～7 月、10 月～1 月は始業時刻午前 9 時台、その他の時期のみ 8 時台 

 ・過去は、夜間教習を 21 時台まで実施していたが現在は 1 時間短縮し 20 時台で終了 

 

◆ゴミの分別・告知  

 ゴミの分別を徹底 

 教習生への告知のほか、ゴミ箱数削減によりゴミの削減につなげる 

  

 

                   教習生への協力・意識付け 

 

 

 

◆洗車用ホースへのノズル装着  

 無駄な放水を防ぐため水量調節可能なノズルを装着 

 

 

 

 

 

 

 

◆Web 給与明細の導入 

 給与明細のペーパーレス化  

 

◆静岡市シェアサイクル PULCLE 設置（静岡校） 
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Ⅶ 環境関連法規等の遵守状況 

適用となる主な環境関連法規制等は次のとおりである。   （2025 年 3 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果、逸脱はなかった。 

また、過去 3 年、違反や訴訟もなかった。  

静岡

工科

浜松

工科
静岡校 浜松校 沼津校 松崎校

総務室

事業部

フロン排出抑制法

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施
圧縮機電動機定格出力に応じ有資格者による
「定期点検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①各所属の管理者が確認

②、③、④
　有資格者による定期点検実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

悪臭防止法
規制地域内の向上・事業場の事業活動に伴って
発生する悪臭について必要な規制を実施

特定悪臭物質：メチルイソブチルケトン
専門業者による濃度の測定実施

〇 ― ― ― ― ― ―

浄化槽の保守点検及び清掃の実施 保守点検及び定期清掃の実施 ― ― ― ○ ○ ― ―

指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） ― ― ― ○ ○ ― ―

一般廃棄物は市町のルールに従った分別と搬
出及び業者委託

業者委託時は許可証確認（契約書作成が望ましい） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物の悪臭・飛散・地下浸透防止 保管場所での環境被害防止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業廃棄物運搬業者並びに処分業者との委託
契約

契約書の締結及び保存 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マニフェストの交付 Ａ票（委託時、電子マニは３日以内） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マニフェストの保管 Ａ票～Ｅ票：５年間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マニフェストの期間内返却の確認 Ｂ２及びＤ票：９０日以内、Ｅ票：１８０日以内 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業廃棄物管理票交付等状況報告 6月30日までに許可権者に報告（電子マニ分は猶予） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定数量の1/5以上指定数量未満であり、
届け出済
第1石油類：100L、第2石油類：400Ｌ

〇 〇 〇 〇 〇 ― ―

エンジオイルの保管　届け出不要
指定数量1/5（1200L以下）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

消防法
（給油所）

原則、1年に1回以上点検
報告書の保存期間は原則3年

地下貯蔵タンク漏洩法定点検の実施（1回/3年）
有資格者による定期点検の実施

― ― 〇 〇 〇 ― ―

静岡県生活環境の保全等に
関する条例

騒音特定施設の届出
空気圧縮機
集塵機
冷凍機

〇 ― ― ― ― ― ―

下水道法 特定施設の届出
油水分離層を、水質汚濁防止法特定施設として
届け出済（H11.8.5第328号）

〇 ― ― ― ― ― ―

水質汚濁防止法施行令 特定施設の届出 水質汚濁防止法特定施設71の2相当（イ）洗浄施設 〇 ― ― ― ― ― ―

静岡市火災予防条例
指定数量未満の危険物等の貯蔵及び取扱いの

届出等

法令等の名称 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応

遵守結果

廃棄物処理法

浄化槽法
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Ⅷ 代表者による全体の評価と見直し 

 

 

作成 2025 年 6月 13日 

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □ 特に問題ありませんでした。

6 □

8 □

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 ガソリン・一般廃棄物は目標達成

環境経営計画及び取り組み実施状況 継続して取り組みます

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 記録に記載いたしました。

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

学校法人静岡自動車学園 

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況

その他のシステム要素
自己チェックシートを各所属の職員が閲覧できる
よう開示すること。

理事長　平井 一史 

記録に記載いたしました。

その他（                                 ）

環境に関する組織（実施体制含め）

環境経営目標

その他（外部への対応）

環境経営計画

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

基本的な取り組みは徹底されており、組織全体としても環境教育のレベルは上が

ってきている。数値的な目標は対象者（お客様・学生・講習受講者等）の変化によっ

て変動があるので、一喜一憂はせずこれからも環境問題に真摯に取り組んでいくよ

うな組織風土を目指していきたい。そのためにも、引き続き職員教育を含めた研修

や学園内のコミュニケーションの充実に重点を置き環境経営を行っていく。 


